
  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業展開のイメージ】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

聴 く 

つなぐ 

もどす 

めあて 

明確なめあての

提示 

板書 

構造的な板書 

指示・発問 

一度に一つ 

振り返り 

達成度 

小グループの活用 

教 室 整 備 
 

全員で取り組む 

校  訓 

自立・全力・責任 
 

学校教育目標 

志を持ち、全力でやり抜く生徒の育成 
 

平成 25 年度 矢野中学校研究構想図 

めざす学校像 

温もりのある元気な学校 

安心・安全な学校 

確かな学力を付ける学校 

生徒・保護者・地域 
から信頼される学校 

めざす生徒像 

矢野中スタンダード 

 

ルールやマナーが 
守れる生徒 

優しさと思いやりの 
心を持った生徒 

心のこもった挨拶が 
できる生徒 

めざす教師像 

誠意ある対応 

 

厳しい教えと温かい 
指導のできる教師 

 

社会や子どもの変化に 
柔軟に対応できる教師 

確かな授業力を身につけ積極 
的に挑戦する意欲を持った教師 

 

研究主題 

伝え合う力を高める指導法の工夫  

～聴く・つなぐ・もどす授業の展開～ 

 

研究仮説 

全ての教科において「聴く・つなぐ・もどす」を

軸にした授業展開を行えば、生徒の伝え合う力を高

めることができるだろう。 

 
課  題 

・基礎学力の定着 

・コミュニケーション能力の育成 

・自尊感情や自己実現力・自己効力感の育成 

・お互いの尊厳を認め合い、学び合う集団作り 

矢野中学校 

研究主題 

一人ひとりの存在や思いが大切にされる授業作り 

 ～生徒指導機能に重点を置いた人権教育の推進～ 

 
具体的取組 

ａ 学び合うための共同学習 

ｂ 安全・安心・学びのための学習規律 

ｃ すべての子どものためのユニバーサルデザイン 

ｄ 心を通い合わせる挨拶・清掃 

 

課  題 

・聴く・つなぐ指導法の工夫 

・一人ひとりの考えを交流する時間や場の設定 

・学習規律の確立 

・学習意欲を喚起する導入段階での工夫 

自尊感情や自己実現力・自己効力感の育成 

 

学校人権教育研究推進矢野中学校区 

 

 

日本国憲法 

教育基本法 

 

学習指導要領 

 

指導力の向上 

 

言語活動の充実 

使命（ミッション）：小中連携による一人ひとりの存在や思いが大切にされる授業作り 

～生徒指導機能に重点を置いた人権教育の推進～ 

 


